
２ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 正の数・負の数の四則計算について【 】内の法則に合うように〔 〕に文字を ５ ある自然数について、次のルールに従って繰り返し操作を行う。

【ルール】
書き入れなさい。

例：はじめの数が13のとき、
（1）ａ＋ｂ＝〔 〕＋〔 〕･･･【加法の交換法則】ｂ ａ ・その自然数が偶数ならば、２でわる。

１回目 13＋３＝16
(2) ａ×ｂ＝〔 〕×〔 〕･･･【乗法の交換法則】ｂ ａ ・その自然数が奇数ならば、３をたす。

２回目 16÷２＝８
（3）ａ＋（ｂ＋ｃ）＝（ 〕＋〔 ）＋〔 〕･･･【加法の結合法則】〔 〕ａ ｂ ｃ ３回目 ８÷２＝４

４回目 ４÷２＝２（4）ａ×（ｂ×ｃ）＝（ 〕×〔 ）×〔 〕･･･【乗法の結合法則】〔 〕ａ ｂ ｃ
このとき、次の問いに答えなさい。

(1) はじめの数が10のとき、はじめて計算結果が１に ５回目 ２÷２＝１
（5）ａ×（ｂ＋ｃ)＝〔 〕×〔 〕＋〔 〕×〔 〕･･･【分配法則】ａ ｂ ａ ｃ

なるのは、何回目の操作のときか答えなさい。 ６回目 １＋３＝４
（6 （ａ＋ｂ）×ｃ＝〔 〕×〔 〕＋〔 〕×〔 〕･･･【分配法則】） ａ ｃ ｂ ｃ

答え 回目５

(2) １から９までの自然数のうち、何回操作を行って２ 計算の順序について、先に計算するのは下線①、②のどちらか。先に計算する方を記号で答えなさい。

３、６、９
(1) 15－(－４)×(－５) (2)（14－４）÷５×２ も１が現れない自然数をすべて答えなさい。（3）－16÷（－２）

３

答え

(3) (2)のように、何回操作しても１が現れない自然数には、ある条件がある。

答え 答え 答え その条件を、文末が「～であるとき」となるように答えなさい。② ① ②

答え であるとき（例）ある自然数が、３の倍数
３ 次の計算は、どこか間違っている。①～③のどの段階で間違っているか、記号を答えなさい。

また、どのような間違いをしているか、その内容を説明しなさい。
６ えみりさんは 「相手が思い浮かべた自然数を当てる方法」を考えました。、

(1) （－24)÷８÷(－４） (2) （－７)ー３×（－２ ）２

【手順】 ① 好きな自然数を思い浮かべる。
＝（－24)÷（－2） ＝（－７)－３×（－２)×(－２） ② ①とは異なる十の位が２である２桁の自然数を１つ選ぶ。

③ ②の自然数の十の位の数と一の位の数を足す。
＝＋（24÷２） ＝（－７)－12

④ ③で求めた数に、①の自然数を足す。
＝－19＝12 ⑤ ④で求めた数から、②の自然数を引く。

⑥ ⑤で求めた数に、18を足す。
間違っている段階 間違っている段階① ①

間違っている内容 間違っている内容 えみりさんは、この手順で計算した結果が、①の自然数と同じになる理由を次のように説明

。 、（ （ ） 、 【 】 、（例） （例） した このとき ア)～ カ に当てはまる数や式を 下の 語群 からそれぞれ１つ選び

答えなさい。ただし、同じ文字には同じ数や式が入るものとする。乗除だけの計算は、左から順に計算しなけれ 指数の計算は （ー（２×２ ）だから、、 ）

①で思い浮かべた自然数をａとする。また、②の２桁の自然数の一の位の数をｂとすると、ばならないのに、８÷（－４）を先に計算して 指数の計算を間違えていること。

②の自然数は （ア）と表せる。いること。 、

③、④をａ、ｂを用いて表すと、③は（イ 、 ④は（ウ）と表せる。）

⑤は計算をすると （ウ)ー(ア）＝（エ）となる。、

よって、⑥は(エ)＋(オ)＝(カ）だから、思い浮かべた数と同じになる。
４ 記号＊は、右のような計算ルールがある約束記号です。 〈約束記号の計算ルール〉

【語群】 ａ ｂ 18 ２＋ｂ＋ａ ２＋ａ次の式を約束記号にしたがって計算しなさい。 ＊→ Ａ＊Ｂ
２＋ｂ 20＋ａ 20＋ｂ ａー18 ｂー18＝Ａ＋ＢーＡＢ(1) ５＊２ (2) (１＊３）＊２

20＋ｂ ２＋ｂ ２＋ｂ＋ａ答え ア イ ウ

ａー18 18 ａエ オ カ
１答え －３ 答え

① ①①
②

②
②

①

②

③

ᾯ̵ᾯἿᥨὛἼ

ផጚἨἷἾź

ὀἩὒἷổἝႲὝ὜Ἷὀẩ

ộۂᆵἱὙẪ

①

②

③
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答え             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      説明 

 

 

 

 

 

                     

 

                            

 

 

 

 

はじめの数として入れる整数をｎとすると，計算結果は， 

 

（ｎ－４）×３＋ｎ＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ B問題（No.１）                （  ）年（  ）組（  ）番 名前（         ） 

28 

（例）４（ｎ－３） 

ｎ－３は整数だから， 

４（ｎ－３）は４の倍数である。 

したがって，はじめの数としてどんな整数を入れても，

計算結果はいつでも４の倍数である。 

練習問題の ３ 
４ 

      ５ 
と関連があるよ！ 

練習問題の  ６ 
と関連があるよ！ 
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 答え   選んだ方 ・・・・・・ （       ） 

    当てはまる整数・・・・ （       ）の倍数  ※２も可 

 別解   選んだ方 ・・・・・・ （       ） 

    当てはまる整数・・・・ （       ）の倍数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ B問題（No.2）                （  ）年（  ）組（  ）番 名前（         ） 

 
ア 

（例）４ 

 イ 

２ 

練習問題の ５ 
と関連があるよ！ 

(1) (2) (3)

全国 89.5 37.5 68.3

私

※平均正答率

正解した問題には、私の欄
ラン

に○印をしましょう。
らん 


